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⾼⼤連携事業について 
つくばみらい市、筑波⼤学、つくば秀英⾼校の三者が協働することにより、若者⽬線で

の政策提⾔や、市はそれを政策⽴案の参考とする、新しいまちづくりのかたちの実現を⽬
的とする。２０１７年から継続して実施しており、今年度で５回⽬の開催となった。（２
０２０年度はコロナ禍により未開催） 

7 ⽉ 6 ⽇（⽔）にフィールドワークを⾏い、8 ⽉ 18 ⽇（⽊）、8 ⽉ 19 ⽇（⾦）の 2 ⽇間
を通して、ワークショップを実施した。最終発表で聴衆によって選出された上位 2 チーム
は 11 ⽉ 19 ⽇（⼟）に筑波⼤学にて開催された⾼⼤連携シンポジウムにおいて発表を⾏っ
た。 
概要・スケジュール 
 今年度の事業スケジュールは下記のとおりである。つくば秀英⾼校⽣はほとんどがつく
ばみらい市外出⾝の⽣徒であったため、つくばみらい市の課題・魅⼒について知るためにフ
ィールドワークを実施した。ワークショップではグループワークだけでなく、まちづくりに
対する知⾒を深めるため、筑波⼤学の川島宏⼀教授による講演も取り⼊れた。最終発表会で
はつくばみらい市⻑をはじめ、市職員を招き、⾼校⽣の提案に対する、現場で働く職員との
意⾒交換を⾏う時間を設けた。 
 

表１ ⾼⼤連携事業全体スケジュール 
実施⽇ 時間 内容 場所 

7 ⽉ 6 ⽇（⽔） 9:15-17:00 フィールドワーク みらい平市⺠センター 

8 ⽉１8 ⽇
（⽊） 

9:30-16:30 ワークショップ 1 ⽇⽬ つくばみらい市役所 

8 ⽉ 19 ⽇
（⾦） 

9:30-16:45 
ワークショップ 2 ⽇⽬ 

最終発表会 
つくばみらい市役所 

11 ⽉ 19 ⽇（⼟） 13:00-15:00 ⾼⼤連携シンポジウム 筑波⼤学 

 
表２ ⾼⼤連携事業参加者 

所属 ⼈数 

つくばみらい市 ３２名 

つくば秀英⾼校 
42 名 

8 班構成 

筑波⼤学 11 名 
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取組テーマ 
 今年度の⾼⼤連携事業では４つのテーマを設定した。 
「市⺠と共に創るごみゼロのまちづくり」、「⼤きな⾏政と⼩さな⾏政で考えるまちづくり」
のテーマは、若い世代が考える市⺠協働型のまちづくり提案を意識し設定した。 
「スポーツを活⽤した地域活性化」のテーマは、ゴルフや地元サッカーチームなどつくばみ
らいのスポーツ資源の活⽤を意識し設定した。 
「つくばみらいの新たなモビリティサービス」のテーマは、みらい平地区においては⼦育て
世代、農村部においては⾼齢者をそれぞれ対象とした提案を意識し設定した。 
 
 

表３ 取組テーマ 
班 テーマ内容 

1 班 
2 班 

市⺠と共に創るごみゼロのまちづくり 

3 班 
4 班 

⼤きな⾏政と⼩さな⾏政で考えるまちづくり 
A 防災・防災 B ⼦育て・教育 

  5 班 
6 班 

スポーツを活⽤した地域活性化 

7 班 
8 班 

つくばみらいの新たなモビリティサービス 
A みらい平地区 B 農村部 
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⾼⼤連携事業の様⼦ 
フィールドワーク 
 2022 年 7 ⽉ 6 ⽇（⽔）に実施されたフィールドワークの⾏程表を表４に⽰す。つくばみ
らい市のみらい平市⺠センターで実施した市の概要説明では、各班のテーマに関し、市職員
から市の現状や課題についての説明を⾏った。さらに、つくばみらい市内に⽴地する「⾼砂
熱学イノベーションセンター」及び「東鉄総合研修センター」の視察も⾏った。 

 

表４ フィールドワーク⾏程表 
 

   
図１ ⾼砂熱学イノベーションセンター⾒学の様⼦ 
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図 2 東鉄総合研修センター⾒学の様⼦ 

ワークショップ 
  ワークショップのスケジュールを表５に⽰す。川島宏⼀教授の講演では、市⺠協働のま
ちづくりについて、川島教授が取り組んでいる研究テーマに関連した内容でご講演をいた
だいた。グループワークでは KJ 法による課題・魅⼒抽出から各班⾃分たちの提案の⽅向性
を固めた。⾼校で配布されている iPadを活⽤し、資料やアイディアの共有を⾏いながら進
めた。提案資料についても⾼校⽣が⾃ら iPadを⽤いて作成を⾏った。 

 

図３ 川島教授による講演の様⼦ 

 

図４ グループワークの様⼦ 
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表５ ワークショップスケジュール 

 
 
最終発表会 
 最終発表会は提案発表を 6 分、質疑を 5 分で⾏った。質疑ではつくばみらい市職員から
提案に対するフィードバックや感想をいただき、また⽣徒同⼠でも積極的な議論が⾏われ
た。出席者による投票が⾏われ、1 位から 3 位の表彰を⾏った。1 位は「８班：シン・ミラ
イクン」、2 位は「５班：⽇本⼀会えるサッカーチーム」、３位は「3 班：Project：R1」とい
う結果となった。 
各班の提案資料は次項以降に掲載している。 

 

日 時間 プログラム 内容

9:30-9:40 オリエンテーション TA自己紹介

9:40-10:10
RESASからみる

つくばみらい

①使い方の説明

②各班テーマごとに調べる

10:10-11:00 KJ法
KJ法で魅力と課題を抽出する

魅力・課題をまとめる

11:30-12:00 講演 川島　宏一先生

12:00-13:00 昼食休憩

13:00-15:00 企画立案 提案内容の深堀り

15:00-16:30 企画検討 提案内容の効果検証

9:30-12:30 企画検討・発表練習 最終発表会に向けての練習

12:30-13:30 昼食休憩

13:30-14:30 リハーサル・設営

14:30-14:40 開会・概要説明

16:16-16:25 講評 ・市長,先生（秀英高校）,大澤先生　

16:25-16:35 表彰式 上位3チームを表彰

16:35-16:45 写真撮影

8月18日

（木）
アイディア出し

14:40-16:16 高校生発表
発表6分＋質疑5分＋移動1分

12分×８班

11:00-11:30
KJ法をもとに

提案の方向性を固める

８月19

日(金)
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図５ 最終発表会の様⼦ 
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提案資料 
1 班 
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7 班 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

みらいふらっとモビリティサービス
ー子育て世代の外出促進ー

７班 落合仁心 河野愛 高澤遥 栁澤舞莉 吉原千春 TA 室岡太一

発表の流れ

データからみた
つくばみらいの問題

子育て世代の移動手段は？
→ワークシートの活用

01 理想の整理

KJ法を活用してアイデアを整理

02

理想実現に向けての
提案

理想と課題のギャップを埋
めるには？

03 まとめ

提案の課題を踏まえて

04



52 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

でも・・・

具体的な施策を考えるにあたり、根拠が不十分

まずはデータから、
つくばみらい市のキャラをつかむ必要！

つくばみらい市

子育て世代を支援したい！

どれくらいの人が住んでいる？

子育て世代が

0.3万人→0.7万人に

0.4万増加

2008

2018

(2008→2018)

出展：東京PTインフォグラフhttps://www.tokyo-
pt. jp/info_provision/
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外出率の変化は？

人口が増加したにも

関わらず

外出率が低下

→オンラインが影響⁇

(2008→2018)

2008

2018

出展：東京PTインフォグラフhttps://www.tokyo-
pt. jp/info_provision/

交通行動（私事目的）は？

自動車の利用が極めて多い

これは、家族の状況によっては

移動できない可能性がある

こうした状況は

将来的に不便をもたらす？

出展：東京PTインフォグラフhttps://www.tokyo-
pt. jp/info_provision/

自動車

徒歩

自転車

鉄道

バイク

不明

バス

その他
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つくばみらいのキャラ

①人口増加

②子育て世代の外出率↓

③車に依存

⇒引きこもりが多くなるまちになるのでは？

ＫＪ法を活用

「理想のまち」を考える
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理想と現実のギャップを埋める

理想（KJ法）現実（データ）

1. 主婦層の引きこもりが顕著

2. 自動車依存

3. オンライン化により

外出がより難しい？

・中心地に気軽に訪れたい

・外出を増やして健康促進

子育て世代でも気軽にまちなかに訪れる仕組みが必要

みらいふらっと（平）
モビリティサービス
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みらいふらっとモビリティサービス

目的地
目的地の
リアルタイム情報

みらいふらっと
子育てネット

みらいふらっとモビリティサービス

目的地

みらいふらっと
子育てネット

子育て
世代

意見

情報の提供

目的地の
リアルタイム情報
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みらいふらっとモビリティサービス

交通
手段

目的地

みらいふらっと
子育てネット

子育て
世代

交通状況

意見

情報の提供

利用

手段

目的地の
リアルタイム情報

みらいふらっとモビリティサービス

交通
手段

目的地 行政

みらいふらっと
子育てネット

子育て
世代

改革

マネジメント

交通状況

意見

情報の提供

利用

手段

目的地の
リアルタイム情報
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みらいふらっとモビリティサービス

交通
手段

目的地 行政

みらいふらっと
子育てネット

子育て
世代

改革

マネジメント

オンラインを活用して外出促進

交通状況

意見

情報の提供

利用

手段

目的地の
リアルタイム情報

実現のために……

1．目的地の整備

2．手段の確保

3．1,2を支えるネット環境構築

駅からの徒歩圏内に集約
・生活で必要な施設
・子供の遊び場

・交通手段のシェア
・子育てふらっとバス

・市独自のサイト
・ネット(オンライン)相談や、

交通機関,施設の混み具合の確認

・子育て，イベント情報の共有

交通の「手段」に限らず包括的にケア
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8 班 

 
 
 
 
 
 

まとめ
理想（KJ法）現実（データ）

自動車依存とオンライン化により

子育て世代の引きこもりが顕著

気軽にまちなかに訪れたい！

子育てに関する情報の共有をしたい

みらいふらっとモビリティサービス

オンラインに「対抗」するのではなく

うまく活用して実空間をゆたかに
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⾼⼤連携シンポジウム 
概要 
 2022 年 11 ⽉ 19(⽇)に筑波⼤学で開催された⾼⼤連携シンポジウムに、つくば秀英⾼校
から上位 2 チームが参加し、発表を⾏った。シンポジウムは対⾯とオンラインのハイブリ
ッド形式で開催された。つくばみらい⾼⼤連携事業からは「８班：シン・ミライクン」、「５
班：⽇本⼀会えるサッカーチーム」が、他校の学⽣や⾃治体職員等の聴衆に向けて発表を⾏
った。 
 

 
 

 
図６ シンポジウムの様⼦ 
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⾼⼤連携シンポジウムのポスター 

 
 
 


